
一般演題　Q

234．胞胚における3H・Thymidineの取り込

　　　みと透明帯，胞胚液の関係
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　胞胚は極めて旺盛な細胞増殖を行ない，3H・Thymi・

dine　Autoradiogramでは高値のLabeling　Indexを示

し，またTrophoblastの世代時間は短い．　しかしごく

短時間のLabelingでは取り込みを示さないが，この際

他の組織の培養時とは異なり，外周に透明帯を有し，ま

た多量の胞胚液を内蔵している、これらの点に関する若

干の成績について報告する．

　〔実験方法〕

　種々の条件下で家兎の6．5日胚をin　vitro　labeling

した後，Flat－mounts　technique（Moo9＆Lutwak・

rnann）法を応用した標本でAutoradiographを作製す

る．3H・TdRの濃度は0．1μc／m1，感光時間は7日，染

色はCarmineの後染色．

　〔実験成績〕

　正常胞胚の一時標識では，培養時間が10分以内の時は

Autoradiogram上に銀粒子は認められなかった．12分

では僅かの取り込みを示すものがあり，30分例では60分

とほぼ同数の所見である．透明帯を機械的に除去したも

のを10分間培養した場合は，uptakeを示すものと，し

からざるものがあった．一方t分間の一時標識後（60－

t）分間再培養した際には，2分間のLabelingで明瞭

な取り込みを示した．以後Labelingの時間を延ばす

と，（＋）の胞胚数，Labeling　index，録粒子数は急増

し，10分例では対象に近い成績が得られた．この際10分

間の一時標謝後透明帯を除去した再培養例では，　（＋）

であるが，銀粒子数は概して少なかった．また一時標識

後，胞胚液を除去し細胞成分のみにし，50分間培養した

場合はuptakeは全く認められなかった．

　以上の所見から培地中の3H・TdRは，速やかに透明

帯を通過し，胞胚腔内に混入した後，Trophoblastと

Embryoblastに利用されると思われる．また一度胞胚

液に流入した3H・TdRが培地内へ逆流出するのを，透

明帯が防止しているようである．
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235．RIによる胸水，腹水の診断
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　〔目的〕　胸水貯溜，腹水貯溜は胸部レ線撮影，腹部レ

線撮影で診断の困難なことがある．いずれの疾患でも横

隔膜高位の所見を示し，　腹部腫瘤，　横隔膜神経マヒ，

eventration，横隔膜ヘルニア等との鑑別が問題となるこ

とがある．吾々はこの様な症例に二核種を用いた肺およ

び肝の同時スキヤニングを実施した．また99mTcコロ

イド肝スキヤンと肺の透過スキヤニングをも同時に実施

し，良好な成績を得ているので，実施方法，本法の有用

性を中心に報告する．

　〔方法〕肺，肝の同時スキヤニングには1311－MAAと

198Auコロイドをそれぞれ200μCi使用した．99mTcコ

ロイドによる肝スキヤニングには1．5mCi，肺の透過ス

キヤニングには20mCiの9gmTcO4一を20　ccの水に

溶かし，患者の後方においた．使用した装置はpho／

gamma　HP型シンチカメラ　（Nuclear　chicago社製）

で，410KeV用のdiversing　collimatorを使用した．

1311と198Auの間にはエネルギーの差が少なくwindow

幅は20％としてエネルギーは198Auに合わせてi撮像し

た．

　〔結果および考察〕本法では胸水ないし腹水貯溜があ

れば右肺と肝，または左肺と脾との間にアイソトープの

取り込みの低い部分を認めることによって診断を下すこ

とができる．本法によれば少量の胸水貯溜，腹水貯溜で

も発見でき，レ線学的に証明できない貯溜液でも検出で

きる場合がある．この方法ははじめ横隔膜下膿瘍の診断

に用いられ報告されたが，吾々は胸水（とくれ肺下胸水

貯溜）や腹水の診断にも有用であることを実証した．と

くに腹水の診断はレ線学的にきわめて困難であり非常に

有用な方法と考える．
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